
令和８年 第４回 学校運営協議会 議事録 

 
あいさつ （篠原会長・西村校長）  
  ３年生市内見学（市役所 農家 清掃工場） バスの関係でこの時期になってしまった。農家では
とても暑かった。昨日でプール指導が終了、予定通り実施できた。下の塗装を直したが、部分的に割
れが発生しているところがある。プールサイドで転ぶことがあった。シャワーの前あたりを特に清掃
を強化していく。ろ過機が壊れたら直せないので、遠い民間施設に行くことになり、生き帰りの時間
がかかる。大事に使っていきたい。あと２日で１学期が終了する。６月の日光では動物の被害が少な
い時期に行けた。熊スプレーが市から貸与された。 
八王子市立公立学校サポートチームを作成する。いじめなどの重大案件が発生したときに集まって
意見をいただく。学校の事案を解決に向けて地域と一緒に解決していく。学校運営協議会のメンバー
を中心に構成していく。いじめを許さない八王子条例から設立された。高嶺小でも小さなトラブルも
いじめの芽として捉え、いじめ対応を行っている。いじめ対策委員会、サポートチームを活用して早
期解決のため初期対応を大切にしている。地域からも何かあれば知らせてほしい。子どもたちにも一
人で迷わず、いろいろな場所で相談できることを伝えたい。 

   
  
１．学校より連絡事項 
  残り今日入れて３日、無事に１学期を終えられそうである。夏休みの安全については生活指導部か
らお知らせがある。本日も自転車の事故がニュースで取りざたされていたが、点検や乗り方の確認を
させたい。水の事故などは悪ふざけから起こる。保護者の人と一緒に行くこと。 

  宿題について自主的に取り組むような内容にしていく。強制はあまりしないようにして、ご家庭で
相談していただいて取り組む。 

  異動者、初任者はやっと慣れてきたころ。夏休みリフレッシュし、２学期も頑張ってほしい。 
 
２．各部会から活動状況 
（1） 環境美化       池の清掃が伸びている。７/１９ ９時から行う。池の中までき 

          れいにする。 
（2） 子ども保護者支援部  世話人会と連携して何かできないか検討。具体的に話をしていき 

          たい。 
（3） 学習支援部      7/10 最後のくすの木教室 宿題から取り組む マンツーマンで行 

うことができる。大学生も入ってくれている。やり方が変わって 
きている。 

（4） 安全対策部      地域防災 地域からは全体が見えづらかったとの意見があった。保 
                護者とペアになって体験していくように計画する。北野台だけでは

なく、他の地域にも少しずつ広げていきたい。 
夕方から夜にパトロールしている。急な飛び出しが多い。バイパス
のガードレールが破損していたが、ポールに変更した。ガードレー
ルのほうがよりよいと考える。 
 

開催日時・開催場所 令和８年７月 16日(木) 15：30～ 応接室 

学校運営協議会委員 

        (10名) 

 

 

 

オブザーバー 

〇・篠原 由紀子委員(会長・北野台)   〇・西村 実（校長） 

・栗原 旭委員  (副会長・絹ヶ丘)    ・市川 明美委員(学校コーディネータ・北野台)      

〇・梶原 幸子委員    (高嶺団地)      ・大津佳奈枝委員 (世話人会代表)        

〇・𣘺本茂徳委員 (北野台)         ・田上 純委員(北野台)                         

〇・金子 牧子 （世話人会代表）    〇・森 直美委員（学校コーディネーター） 

〇・原 真裕美（学校コーディネータ） 

学   校 〇・平井克行副校長 (事務局)  〇・富田共一主幹教諭（地域連携担当教諭） 

・岩崎由里主幹教諭（生活指導） 

議事進行  【議事進行】 森 直美委員                 【記録】  富田 共一 主幹教諭 



（5） 学校コーディネーター  先生方からいくつか依頼があった。夏休みに相談する。 
                 田んぼの見守り。命の授業のお願い。キャリア教育（地域の人） 

は近くの大学生やいろいろなお仕事を目指した人。 
ふれあい給食 １６名  
感想 

                とても楽しかった。元気で可愛い子。挨拶をよくしてくれる。 
                幼稚園から上がってきた子たちをよく育てていると感じた。 
                学校のおかげ 先生はすごい楽しかったが一時間で体力を使っ 
                た。 
                ２年生で子どもたちが準備してくれた。日頃の指導のたまも 

の。 
                緊張感を感じた。先生のパワーに感激した。 

入らせていただいたことで改めて感謝。先生たち、子どもたち 
は宝物。 

３．協議事項 
（1） くすの木祭りの出し物について （10/2） 

夏休みに案を考える。 
 

（2） 高嶺小 50周年記念式典に向けて 
実行委員選出 地域に作られた学校 地域でお祝い。楽しく盛り上がるようなイベントを企
画してほしい。町会長、自治会長の方々にも入ってもらいたい。予算に合わせてできるこ
と。 
公費は記念誌をつくる予算に。 
来年度は 50 周年記念〇〇会というように冠を付けた行事にしたい。 
記念事業例 
開校記念日に先輩を呼ぶ 風船飛ばし 卒業記念作品の改修 卒業生を探す 

 
（3） 漢字検定 

お手伝い １教室に３人はボランティアの方を配置したい。２教室はつくらないといけな
い。あけるところはサポートが必要。始める前の準備に時間がかかる。本当は１学期の終わ
りと３学期にやりたいが学校の行事との兼ね合いで、３学期になっている。インターネット
で個人が申し込む。来年度分は今年度中に設定する。 
準会場費で校名入り鉛筆などを渡したい。 
 

（4） 地域連携防災訓練 10 月 24 日（土）午前 
災害が起きた時の医療チーム「ジェイマット」JMAT（日本医師会災害医療チーム）。東京で
起きた時は東京で対応できるように動いている。避難所に医療が届くようにする。ここだと
清智会かみなみ野循環器病院に搬送 

 
４．事務連絡  
 
次回 令和８年度 第５回 学校運営協議会 ９月 10日（木）15 時 30 分～ 


